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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文の目的は大きくわけてふたつある。ひとつはアメリカの現代小説家ジョン・バース（1930～）の初期
６作品を、発表順に取り上げ、社会背景の影響を考慮に入れた分析を通じて、バースの文学の特徴を明らかに
すること。もうひとつは、作品の分析を通じて、メタフィクションの特徴を浮かび上がらせることである。 
 第１章では、メタフィクションがこれまでどのように論じられてきたかを概観し、従来の研究に共通する傾
向として、技法研究に注目が集まるあまり、社会的背景やその小説内への反映が軽視されてきたと指摘し、本
論文の採用するアプローチの根拠を明示した。同時に、メタフィクションの特徴的な技法が、本論文で取り上
げる各作品においてどのようにあらわれているかを示した。 
 第２章では、The Floating Opera（1956／7）を取り上げ、編集者の指示によって変更がが加えられた初版
と、バースが自分の意図を反映させた改訂版との相違を精緻に比較することで、現実が小説に浸食する様を明
らかにした。同時に、作品が書かれた冷戦下イデオロギーの時代背景という現実が、いかに作品に反映されて
いるかも検討した。 
 第３章で取り上げるThe Endo of the Road（1958／67）は、語り手が治療のために書いたノートであるとい
う設定を読者が忘却することによってはじめて「小説」として成立するのだが、本論ではこの忘却がどのよう
な過程を経て読者に引き起こされるかを明らかにし、この作品が小説として成立するプロセスを解明した。こ
の作品は、これまで、思想小説としての側面ばかりが強調されたため、小説内に反映している現実の状況が見
逃されてきた。本論では、登場人物の堕胎と死亡という事件を手懸かりに、これまでに軽視されてきたこの小
説を巡る社会背景を検討した。 
 第４章で扱うThe Sot-Weed Factor（1960／67）については、アメリカ植民史上の逸話であるポカホンタス
物語をバースがどのように改変して作品内に取り入れているかを検討し、その意図を探った。ポカホンタスの
物語が、どのような受容史を辿ったかを検討することで、真偽不明の物語のもつ特性を、二項対立を無化する
恰好の素材としてバースが利用し、古い形式である小説を活性化させることに成功していると結論づけた。 
 第５章の検討対象であるGiles Goat-Boy（1966）は、これまでの批評では失敗作とされることが多い。本論
では、この小説の特殊な構成と執筆された当時のコンピュータをめぐる社会がどのように書き込まれているの
かを検討することで、この作品の意図においては、失敗作を書くことが成功であったことを論証した。 
 第６章で論じる短篇集Lost in the Funhouse（1968）については、冒頭の短篇である“Night-Sea Journey”
の分析を通じて、この短篇と短篇集全体の構造における相似性を示した。その際に、60年代の「知的ヒーロー」
でもあったマーシャル・マクルーハンの影響が、収録された諸短篇に顕著に現れていることに注目し、マクル
ーハンの議論に対して、バースが小説形式を採用しながら、どのような態度をとるのかを検討することで、60
年代の「時代精神」が持つ特徴の一端を明らかにした。 
― 407 ― 
 第７章で扱うChimera（1972）は、現代において小説を書くことの困難さに対するバースなりの回答でもあ
り、その意味において、執筆時の社会背景を色濃く反映している。バースは、このような困難なに直面して、
失望や虚無感に陥ることはなく、むしろ積極的にこの困難を利用し、作品で重要なモティーフに高めていく。
それは、技法と情熱の充実によって達成されるのだが、そのための具現化されたイコンとして、怪物キマイラ
が短篇集全体のタイトルに採用されていることを論証した。 
 第８章では、バースの諸作品に特徴的に見られる二元性を、都市と地方という対立のもとで再考した。その
際に、バースが自らの文学を、文学史全体の枠組みの中でどのように把握しているのかを検討した。この作業
を通して、バースの文学をおおきく文学史全体のなかで位置付けることが可能になった。さらに、第７章以前
の６章で対象にした作品における都市表象を検討し、それらの作品が執筆された当時の社会がいかに反映され
ているのかを考察した。本章は、都市文化という側面からみた現代小説の研究にむけての準備でもある。 
 以上の考察により取り上げた各作品の分析と時代背景の影響を明らかにしたが、同時に、バースの作品に共
通して見られる多様な二面性が浮き彫りになった。この二面性は、矛盾するものでありながら、バースの作品
において、矛盾は解消されず、視点を変えることで両面価値的な働きをする。これは、バースの特徴である知
性的な小説技法であると結論づけることができる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 本論文の目的は、序章において論者が述べているように、メタフィクション（すなわち小説についての小説）
の作家として定評のある米国の小説家ジョン・バース（John Simmons Barth, Jr.）が、主として1960年代に
書いた作品のこれまで見逃されてきた諸側面を浮き彫りにすることである。この目的に取り組むにあたり、氏
は、バースの作品の書かれた1960年代の社会文化的背景と作品との関係を考慮に入れる必要性を力説する。メ
タフィクションの成立には、その時代背景が影響しているからであり、従来のバース研究では、作品の形式や
思想的側面だけを重視し、執筆された当時の時代背景と関連づけて論じることが少なかったからである。論証
に入る前に、論者はメタフィクション一般に用いられる技法の一覧表を作成し、これらの少なくとも一つが用
いられていることがメタフィクションの顕著な特徴であると強調している。 
 ＜技法 １＞ ひとつの小説内部にもうひとつの小説を物語るもうひとりの小説家が登場すること。 
 ＜技法 ２＞ 小説内部での文学史上の先行作品からの引用が織り成され、批判的再創造が行われること。 
 ＜技法 ３＞ 小説内の人物が実在の人物と時空を越えて対話したり、作者自身や読者自身と対決したりす
ること。 
 ＜技法 ４＞ 小説を書いている作者自身がもうひとりの登場人物として介入し、大冒険をくりひろげたり
殺害の憂き目にあったりすること。 
 ＜技法 ５＞ 小説内部で当の小説自体はおろかメタフィクションを含む文学理論・批評理論そのものを根
底から洒落のめしてしまうこと。 
 論者の狙いは、これらの代表的な技法を念頭に置きながら、メタフィクションとしてのバースの作品の特質
を論じると同時に、そのようにして論じることにより見落とされる論点を浮き彫りにすることにある。以下、
本論の各章での論証内容に即しながら、審査結果の要旨を略述する。 
 第１章では、バースの作品に用いられている特徴的な技法を「知的操作」という言葉で要約し、そのような
技法を採用する理由を探求するために、バースの経歴をたどっている。そのうえで、バースの作品がもっとも
充実していた時期を1960年代として、第２章以下の各章で詳細に論じられるこの時代に書かれたバースの６編
小説作品の大まかな特質を検討している。この時代は、メタフィクションと呼ばれる小説が、多くの作家によ
って書かれた時代であった。バースにとって1960年代が最良の時代であったといえるのは、同じ様なアプロー
チをする多くの作家が存在したからである。本章の議論は総じてとても明解であり、本論文が６編の1960年代
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関連の小説だけを扱う理由の説明として大変説得力がある。 
 第２章では、バースのメタフィクションThe Floating Operaについて、＜技法１＞、＜技法２＞および＜技
法４＞が使用されていることを論証している。同時に、冷戦構造下のイデオロギーの相克に起因する終末論的
な現実により小説世界が浸食される状況が様々な事例に基づき説得的に裏付けられている。 
第３章では、メタフィクションThe End of the Roadについて、＜技法１＞と＜技法５＞が用いられている
ことを実証している。他方、本小説の思想小説としての側面だけが強調され、小説に反映している社会文化的
状況が見逃されてきたことを指摘している。結論として、論者は、倫理観を欠いた1960年代のポストモダン的
な社会文化的状況を風刺することがバースの密かな狙いであることを力説する。勧善懲悪的な写実主義小説へ
の挑戦者として知られるメタフィクション作家バースの倫理的傾向を鋭く指摘する論者の解釈はとても独創的
で興味深い。 
第４章で論者は、小説The Sot-Weed Factorに＜技法２＞と＜技法３＞が使用されていることを論じている。
史実に基づくこの小説で、バースがどのように歴史上の人物やその伝記的事実を改変しているかを検討し、そ
の意図を探ろうとしている。結論として、史実ではイノセントな人物であったスミスとポカホンタスを、経験
をつんだ好色な人物に改変することで、イノセントな社会から成熟社会へと変化しようとしていた60年代アメ
リカ社会を写し出すことこそがバースの意図であったとされる。この部分の論証は主として先行文献に基づい
ており独自性に欠ける印象を与えるが、60年代の時代背景とこの小説との関連性の強さを一段と明確に浮き彫
りにすることにはそれなりに成功していると言える。 
 第５章において論者は、メタフィクションGiles Goat-Boyが＜技法１＞、＜技法２＞、および＜技法３＞
に基づいて作られていることを実証している。しかし、実は本小説は発表当時、開発されつつあったパーソナ
ルコンピュータが書いたという設定になっている。その意味で現代社会のアレゴリーでもある。本章の力点は、
この小説が執筆された当時のコンピュータ社会の実相がどのように作品に反映ているのかということを綿密に
検討することに置かれている。本章の論証は、60年代の時代背景を重視する本論文の基本的なアプローチが最
も成功している部分の一つであると言える。 
 第６章で、論者は小説Lost in the Funhouseが＜技法２＞を用いたメタフィクションであることを論じてい
る。そのうえで、60年代の「知的ヒーロー」でもあったマーシャル・マクルーハン(Marshall McLuhan)の影響
が顕著に現れていることを明らかにしている。マクルーハンの活字文化批判の議論に対して、活字文化を代表
する小説家バースがどのような態度をとるのかを検討することで、60年代の「時代精神」が持つ特徴を明らか
にしている。また、マクルーハンの提唱する「メディアはメッセージである」という主張が、バースなりの解
釈を経て、どのように転用されているかを解明している。第５章とならんでこの章の論証も本論文の基本的な
アプローチが最も成功している部分であると言える。 
 第７章において論者は小説Chimeraが＜技法２＞、＜技法４＞、および＜技法５＞に基づいて作られている
ことを論証する。他方で、同時代における文学の苦境が描かれていることに注目している。現代社会において
文学を書くことの困難さは、当時の批評や創作の世界において繰り返し論じられたが、メタフィクション
Chimeraは、そのような文学者のおかれた苦境に対するバースなりの回答でもあった。その意味でこの小説は
執筆時の社会背景を色濃く反映しているとされる。メタフィクションというジャンルが登場した60年代の時代
背景を明らかにした本章は、本論文の白眉であり、今後の更なる展開が期待できる。 
 第８章では、これまで論じたバースのすべてのメタフィクションには、都市と田舎と二項対立図式が共通に
見られることの意義が検討されている。論者によれば、このことは、バースの文学が都市志向の文学の系譜に
属する文学であることを示唆するだけにとどまらない。60年代のアメリカの、堕胎に対して比較的寛大であっ
た都市と、寛大でなかった地方の文化的社会的状況を映し出す鏡の役割を演じていることをも示唆しているの
である。 
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 本論文の主要な成果は、終章にもあるように、第一に、バースの小説には、５つの代表的なメタフィクショ
ンの技法のいずれかがすべて採用されているばかりでなく、それ以外のバース独自の技法が用いられているこ
とを明らかにしたことである。第二に、これらの技法は、すべて原理的に相対立し相互に矛盾する二つの側面
の同時存在に基づいており、そこにはバースの小説の基本的な特徴である「知的操作」が支配していることを
論証したことである。そして第三に、過激なほど意識的な「知的操作」に基づくバースのメタフィクションと
いえども、60年代のアメリカの社会文化的背景をほとんど無意識的に反映しており、これらの背景を考慮する
ことなしにはバースの小説を十分に理解したことにはならないことを実証したことである。こうした成果は、
バース研究への少なからぬ貢献であり、高く評価できる。今後の課題としては、第４章における60年代論の更
なる展開、バースにおける二面性の問題の更なる掘り下げ、本論文では取り上げられなかったバースの他の小
説と60年代論との関連性の検討等が期待されるが、これらの課題は、本論を踏まえた上で更に期待されるもの
であり、本論文の評価そのものを低くするものではない。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
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